様式2－1

 （新規・継続）

平成２３年度   精神・神経疾患研究開発費   研究事業計画書

国立精神・神経医療研究センター総長    殿


            

平成     年     月    日

	申請者
	所 属 施 設

所   在   地
	（〒   －    ）

	
	所 属 施 設・

職   名
	

	
	
	

	
	ﾌ ﾘ ｶ ﾞﾅ

氏    名
	 印 

	
	電話(内線)
	　　　　　　　　　　　（　      ）

	
	F　A　X
	

	
	E－ｍail
	


平成２３年度  精神・神経疾患研究開発費に係る事業を次のとおり提出いたします。

1．研究課題名

	課題

番号
	－
	課 題 名
	


2．研究事項・研究業績   別紙｛班全体分（研究事項）・分担研究者分（研究事項・研究業績）｝のとおり

3．研究組織
別紙（研究組織）のとおり

4．研究費
	
	総       額
	人 件 費
	諸謝金
	国内旅費
	外国旅費
	調査研究費

	委託決定額
	円
	円
	円
	円
	円
	円


	
	ＮＣＮＰ研究者
	法 人 契 約
	個 人 契 約

	契約別内訳
	円
	円
	円


※別紙（分担研究者別経費内訳）のとおり

※備品購入については、価格が２０万円以上から様式２－１２を添付する。価格５０万円以上の備品について原則として賃貸とするが、購入した場合と賃貸をした場合とを比較して、購入した場合の方が安価な場合や、備品の性質上、賃貸ができない場合については、その必要性と賃貸が適さない理由を記した書面を付すること。
5. 承諾書等　 　※別紙のとおり（様式2－13委任状　様式2－14承諾書　様式2－15誓約書）
※国立精神・神経医療研究センター所属研究者については様式2－13、14の提出は不要。
6．事務担当者

	氏名（フリガナ）


	所属施設名及び職名
	電  話
	　　　　　　　　（　　　）

	
	
	FAX
	

	所属施設所在地（〒    －     ）


	
	

	
	E-mail
	


様式2－2

研    究    事    項（班全体分）

	課題番号


	－


	課題名


	

	主  任  研  究  者  氏  名
	

	研 究 の 概 要


	

	研究の目的、必要性

及び期待される成果


	

	この研究に関する国内・国外における研究状況及びこの研究の特色・独創的な点


	


様式2－3

	この研究に関して現

在までに行った研究

状況


	

	研究計画及び方法　


	

	倫理委員会における承認結果等倫理面への配慮


	


様式2－4

研    究    事    項

	課題番号
	－
	分担研究者氏名
	


	研究の概要


	

	研究の目的、必要性

及び期待される成果


	

	この研究に関する国内・国外における研究状況及びこの研究

の特色・独創的な点


	

	この研究に関して現在までに行った研究

状況


	


様式2－5

	研究計画及び方法


	

	倫理委員会における承認結果等倫理面への配慮


	


研    究    業    績
	著者氏名
	論   文   題   名
	雑誌・題名
	巻・号・頁
	発表年月

	
	
	
	
	


（申請する研究課題に関連があり、最近3ヵ年間に発表した学術研究論文、学術研究著書があれば、3編

以内で発表年次順に記入すること）

様式2－6
研     究     組     織
	課題番号
	－
	課題名
	


	分  担  研  究  課  題  名


	フリガナ
氏    名
	所 属 施 設・部 局


	所属施設における

職名及び専門科目
	経             歴

	
	
	
	
	現在の主な

研究領域
	最終学校

及び学部
	卒業年次

	
	(主任研究者)


	
	
	
	
	

	
	(分担研究者)


	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	


様式2－7
研     究     組     織
	分  担  研  究  課  題  名


	フリガナ
氏    名
	所 属 施 設・部 局


	所属施設における

職名及び専門科目
	経             歴

	
	
	
	
	現在の主な

研究領域
	最終学校

及び学部
	卒業年次

	
	(分担研究者)


	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	


（研究組織別紙）
研　究　協　力　者（班員外）
	課題番号
	－
	課題名
	


	貴班での研究遂行に協力する研究内容

	フリガナ
氏    名
	所 属 施 設・部 局


	所属施設における

職名及び専門科目
	経             歴

	
	
	
	
	現在の主な

研究領域
	最終学校

及び学部
	卒業年次

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	


様式2－8
分  担  研  究  者  別  経  費  内  訳

	課題番号
	氏  名


	総    額


	人 件 費


	諸謝金


	国内旅費


	外国旅費
	調査研究費

	契 約 別 内 訳

（該当するものに○をつける）

	－
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	ＮＣＮＰ
	法人契約
	 個人契約

	(主任研究者)


	円


	円
	円
	円
	 円
	円
	
	
	

	(分担研究者)


	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	合       計
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	契 約 別 内 訳
	ＮＣＮＰ
	法 人 契 約
	個 人 契 約
	合     計

	人       数
	人
	人
	人
	人

	金       額
	円
	円
	円
	円


※千円未満を切り捨てて記入
（様式３－１０経費区分ごとの
　金額を記入のこと）

様式2－9
分  担  研  究  者  別  経  費  内  訳

	課題番号
	氏　名


	総       額


	人 件 費


	諸 謝 金


	国内旅費　


	外国旅費
	調査研究費

	契 約 別 内 訳

（該当するものに○をつける）

	－
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	ＮＣＮＰ
	法人契約
	個人契約

	(分担研究者)


	円


	
	円
	円
	円
	円
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	合       計
	
	
	
	
	
	
	
	
	


様式2－10―（１）
経   費   別   内   訳
	課題番号
	－
	研究者氏名
	印


	経費区分
	積      算     内     訳

	人件費


	職   種
	用 務 内 容
	員数

A
	単　価

(1ヶ月分)Ｂ
	金   額

C = A × B

	
	
	
	人


	　　　　　　円

	　　　　　　　　　　円


	
	
	
	
	(千円未満切り捨て)
人件費計
	円

	経費区分
	積      算     内     訳

	諸謝金


	職   種
	用 務 内 容
	員数
	延日数

A
	単   価

B
	金   額

C = A × B

	
	
	
	人


	日


	円


	円



	
	
	(千円未満切り捨て)

謝 金 計
	円


様式2－10―（２）

経   費   別   内   訳
	課題番号
	－
	研究者氏名
	印


	経費区分
	　　　　　　　　　　　　　　　　積　　　　算　　　　内　　　訳

	旅 　費

（国内）


	用　務　地


	日数


	用務内容

	          　　　　（往　復）

	
	
	
	
	員数
A
	回数

B
	単価（１行程
当たり）C
	合計
D=A×B×C

	
	東京⇔大阪

	２泊３日

	
	人

	回

	円


	円



	
	　　　　　　　　　            　　　　 （千円未満切り捨て）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国内旅費計　　　　　
	　　　　　　　　　　　　　　円

	旅　費

（外国）


	
	
	
	（往　復）

	
	　用　務　地


	　 日数　


	  用務内容


	員数

A
	回数

B
	単価（１行程

当たり）C
	合計
D=A×B×C

	
	
	
	
	　 人

	   回

	            円

	　　　　　円


	
	
	
	
	
	
	
	

	
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　(千円未満切り捨て)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　外国旅費計　
	　　　　　　　　　　　　　円


様式2－10―（３）

経   費   別   内   訳
	課題番号
	－
	研究者氏名
	印


	調査研究費

	品　目
	用務内容
	数量
	単価
	金　　額

	
	
	
	
	　　 　円


	　　　　　　　円



	
	
	
	(千円未満切り捨て)
調査研究費計
	円

	合計
	　　　
　　　　　　　　　　　　　　　円


※２０万円以上の備品については様式２―１２に記入すること。
様式2－11
外 国 旅 費 計 画 表
	研究課題名
	

	渡航者･所属機関名
	

	主任研究者名･所属機関名
	

	渡航目的及び見込まれる成果（全体）
	

	

	日 　 程
（予定）
	出発地
	到着地
（宿泊地）
	訪問機関名
訪問者名等
	訪問目的及び見込まれる成果
（個別欄）

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


　　 ※到着地と宿泊地が異なる場合は、到着地の下に宿泊地を記入すること。
　　 ※訪問者名が特に明確でない場合は、空欄で構わない。

様式2－11

外 国 旅 費 計 画 表
	研究課題名
	○○○○に関する研究（採択された主任研究者の研究課題）

	渡航者･所属機関名
	国立○○研究所△△部　石川　太郎

	主任研究者名･所属機関名
	○○大学△△学部　佐藤　次郎 

	渡航目的及び見込まれる成果（全体）
	

	当該旅行行程全体を総括的に説明するとともに、採択された研究課題の研究計画遂行上必要不可欠な理由を記載すること。
　行程中の個別訪問先等の目的及び見込まれる成果については個別欄に記入すること｡ただし、訪問先が１カ所である場合は、個別欄の記載を省略することができる。

	日 　 程
（予定）
	出発地
	到着地
（宿泊地）
	訪問機関名
訪問者名等
	訪問目的及び見込まれる成果
（個別欄）

	 ９／１
	成田
	ｻﾝﾌﾗﾝｼｽｺ
	Ａ研究所ａ教授
	○○○○に関して○○○などの情
報交換を行うことにより、○○○○○○が期待できる。                                        

	 ９／２
   ～  

 ９／５
       
	ｻﾝﾌﾗﾝｼｽｺ
	ﾆｭｰﾖｰｸ
	Ｂ研究所ｂ助教授、
Ｃ州立大学ｃ教授
	○○○○を目的とした会議に出席することにより、○○○○○○○○○○○が見込まれる。また、○○の○○情報を収集し解析することにより、当該研究の○○の関連性を検討する。

	 ９／６
	ﾆｭｰﾖｰｸ
	機中泊
	
	

	 ９／７
	機中泊
	成田
	
	


　　 ※到着地と宿泊地が異なる場合は、到着地の下に宿泊地を記入すること。
　　 ※訪問者名が特に明確でない場合は、空欄で構わない。
様式2－12

備品購入希望一覧表
	備　品
	数量
	単価
	規格
	納入時期
	保　管　場　所
	必　要　と　す　る　理　由

	
	
	
	
	
	
	


様式2－13
委　任　状

平成　　年度精神・神経疾患研究開発事業において、

課題番号：　　－　　　　

課題名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

の研究者（主任・分担）として上記研究を実施するに当たり、研究開発費の管理及び経理を

機　関　名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　
機関長職名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　
氏　　　名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　
に委任いたします。

平成　　年　　月　　日

所属機関部局　　　　　　　　　　　　

職　　　　名　
氏　　名　　　　　　　　　　　　印
様式2－14
承　諾　書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成　　年　　月　　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
研究者　　　　　　　　　　　殿

所属機関　　　　　　　　　　　　　

職　　名　　　　　　　　　　　　　
氏　　名　　　　　　　　　　　職印
貴殿が平成　　年度精神・神経疾患研究開発事業において、

課題番号：　　　－　　

課題名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

の研究を実施する上で、当該研究の研究開発費の管理及び経理に係る事務を貴殿を代理して行うことを承諾します。

なお、当該事務を代理するに当たり、下記の１から７についても併せて承諾します。



[image: image1]
（注）１．所属機関の長の印は、職印を使用すること。

　　　２．研究者が国立大学法人等に所属する場合は、本研究費は受託研究として取り扱うこととなるため、所属機関の長あて「委託決定及び委託申し込み」を行うので、所属機関の長は受託研究の受け入れ決定者とすること。
様式2－15
誓　約　書

国立精神・神経医療研究センター総長　殿

私は、精神・神経医療研究センター研究開発費による研究事業を受託するにあたり、精神・神経疾患研究開発費取扱規程及び精神・神経疾患研究開発費事務取扱要領をよく読み、内容を理解しました。今後、これらを遵守するとともに、これらにおいて理解できない点が生じた場合は国立精神・神経医療研究センターに照会して疑問を解決するなど、研究開発費の適正な取り扱いに努めます。

　上記、誓約いたします。

　　平成　　年　　月　　日

所属機関部局　　　　　　　　　　　　　

職　　　　名　
氏　　　　名　　　　　　　　　　印
作成例








１．精神・神経疾患研究開発費事務取扱要領に示す範囲において、研究開発費の管理及び経理に係る事務を適正に行うこと


２．当該研究者が研究開発費の経費支出手続きに直接関わらない体制を確保すること


３．当該事務を、経理に関する十分な知識と経験を有する者に業務として行わせること


４．当該事務の委任後、国立精神・神経医療研究センター総長が当該研究者に契約金の経理及び管理体制に関して助言・指導を行った場合、その対応について当該研究者に協力すること


５．「公的研究費の不正使用等の防止に関する取組について」（平成１８年８月３１日　総合科学技術会議決定）等に基づき、公的研究費が適正に執行されるための体制整備を行うこと


６．国立精神・神経医療研究センターが必要に応じて行う求めに応じ、当該事務に関する内部監査を行い、その結果を当該研究者を通じて報告する必要があること


７．国立精神・神経医療研究センター又は国立精神・神経医療研究センターが依頼する者が、当機関に対して委託事業に関する立入調査を行う場合、これを受け入れること











